
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題字・織田隆夫  

 

２０２１年 
（令和 3 年） 
５月１８日 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

「
遠
い
昔
の
話
だ
け
ど…

、
蓮
如
さ
ん
が
こ
の

五
位
の
地
に
来
ら
れ
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
の…

」
。 

私
の
祖
父
は
そ
の
場
に
居
た
か
の
よ
う
に
、
孫

の
私
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
あ
の
時
は
こ
ゝ
い
ら
の
寺
々
の
多
く
は
天

台
と
真
言
で
の
。
本
願
寺
の
蓮
如
を
目
の
敵
と

し
て
憎
ん
で
お
っ
た
」
「
蓮
如
が
一
人
で
や
っ

て
く
る
と
は
、
生
意
気
な
奴
だ
」
「
い
や
、
一

休
と
い
う
大
徳
寺
の
僧
も
つ
い
て
い
る
そ
う

な
」
。 

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
争
わ
れ
た
か
は
幼
い

私
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
「
蓮
如
の

話
に
負
か
さ
れ
た
五
位
組
の
僧
た
ち
は
黙
っ

て
し
も
う
て
、
後
で
相
談
し
て
、
み
ん
な
一
緒

に
真
宗
に
転
派
し
た
が
や…

」
と
祖
父
が
言
っ

た
。 み

ん
な
し
て
負
け
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
何
よ
り
も
自
分
の
祖
父
が
負
け
た
こ

と
が
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

祖
父
が
笑
っ
た
。「
五
百
年
も
昔
の
話
じ
ゃ
」

「
負
け
て
良
か
っ
た
が
や
ぞ
、
負
け
て
よ
か
っ

た
が
や
ぞ
」
。
二
度
も
言
う
て
か
ら
、「
今
、
そ

ん
な
話
を
す
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
」
と
、
寂

し
げ
な
顔
を
見
せ
た
。 
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念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

 

近
在
の
寺
院
が
一
斉
に
集
ま
っ
て
転
派
し
た

と
い
う
話
は
、
蓮
如
の
偉
大
さ
を
語
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
て
、
歴
史
の
事
実
と
異
な
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
各
寺
院
に
残
さ
れ
て
い
る
裏
書
等

か
ら
も
判
る
。 

現
在
、
一
三
〇
〇
年
代
に
開
基
し
た
と
か
転

派
し
た
と
い
う
伝
え
を
残
し
て
い
る
寺
院
は
五

位
組
に
は
三
カ
寺
ほ
ど
あ
る
が
、
本
願
寺
に
は

記
録
ら
し
い
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

親
鸞
聖
人
が
配
流
さ
れ
た
（
一
二
〇
七
年
）

折
、
近
江
か
ら
越
前
・
加
賀
の
二
カ
国
を
経
、
倶

利
伽
羅
峠
を
越
え
て
五
位
の
里
に
入
ら
れ
た
。

当
時
の
五
位
は
氷
見
往
来
も
あ
っ
た
が
射
水
川

（
昔
の
小
矢
部
川
）
の
水
運
が
往
来
に
並
行
し
て

い
た
。 

そ
の
二
百
五
十
年
後
、
蓮
如
は
射
水
川
の

上
流
に
位
置
す
る
井
波
・
土
山
に
あ
っ
た
こ

と
は
本
願
寺
の
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。 そ

の
数
里
の
川
下
に
私
共
の
先
祖
が
蓮
如

が
や
っ
て
く
る
の
を
待
ち
わ
び
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。 

そ
れ
は
親
鸞
さ
ん
が
配
流
さ
れ
た
道
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

本
願
寺
第
八
代
蓮
如
上
人 

略
年
表 

一
四
一
五
年 

京
都
東
山
の
大
谷
本
願
寺
に
て
誕
生 

一
四
五
七
年 

本
願
寺
第
八
代
を
継
職 

一
四
六
五
年 

比
叡
山
衆
徒
、
大
谷
本
願
寺
を
破
却 

一
四
七
一
年 

吉
崎
（
福
井
県
）
に
坊
舎
を
建
立 

一
四
七
三
年 

『
正
信
偈
・
和
讃
』
を
開
版 

一
四
七
五
年 

吉
崎
を
退
去 

一
四
七
八
年 

山
科
（
京
都
府
）
に
本
願
寺
を
再
興 

一
四
九
六
年 

石
山
（
大
阪
府
）
に
坊
舎
を
建
立 

一
四
九
九
年 

山
科
本
願
寺
に
て
往
生 

 
 

  
 

 
 
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

赤丸  性宗寺  住職 中山法遂 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

 
 

   
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

③
新
米
僧
侶
の
頃
の
自
分
に
一
言 

僧
侶
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
大
学
三
年
の
後
半
。
飲
酒
・

ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
麻
雀
・
タ
バ
コ
な

し
。
た
だ
真
っ
す
ぐ
。
今
と
は
え

ら
い
違
い
で
す
（
笑
）
。 

 

④
お
寺
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
も

の
は
？  

誰
も
が
気
楽
に
寄
れ
る
と
こ

ろ
。
遊
べ
る
と
こ
ろ
。
誰
も
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
場
所
。 

皆
さ
ん
の
居
場
所
の
一
つ
に
お

寺
も
加
え
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が

た
い
で
す
。 

  

 

 
 

笹
川 

廣
済
寺 

 

福
田 

史
朗 

さ
ん 

近
頃
は
、
浄
土
真
宗
で
も
、

「
お
寺
」
と
い
う
呼
び
方
を
耳
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
が
少

年
だ
っ
た
頃
は
、「
御
坊
（
ご

ぼ
）
」
と
い
う
呼
び
方
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
御
坊
・
寺
」
と
宗
派
を
問
わ

ず
に
総
称
す
る
言
い
方
も
あ
り

ま
し
た
。「
真
宗
の
御
坊
」「
他

宗
の
寺
」
と
区
別
し
て
言
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
真
宗
の

「
ご
ぼ
様
」
、
他
宗
は「
和
尚
様
」

と
呼
ん
だ
の
に
対
応
し
て
い
ま

し
た
。 
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他
宗
の
僧
侶
は
、
出
家
し
、
戒

律
を
守
り
つ
つ
、「
寺
」
に
あ
っ
て

学
問
修
行
に
励
む
の
が
建
前
。 

し
か
し
、
真
宗
の
坊
主
は
、

坊
守
と
と
も
に
御
坊
を
護
持
し

て
後
継
者
を
育
て
、
教
義
を
手

次
ぎ
し
、
儀
式
の
中
心
を
担
う
、

門
徒
の
専
門
職
化
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
で
す
。
ち
な
み
に
言

え
ば
、「
坊
さ
ん
」
と
い
う
名
称

は
、
も
と
も
と
は
、
真
宗
と
時

宗
の
坊
主
の
み
を
指
す
言
葉
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

住 職 イ ン タ ビ ュ ー 
 

①
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

 

最
近
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
若
い
頃
か
ら
、
四
季
折
々

の
花
を
育
て
た
り
、
お
寺
の
樹
木

の
手
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。

日
々
変
わ
る
花
木
の
表
情
は
、
大

変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

②
お
坊
さ
ん
に
な
っ
て
か
ら
の 

失
敗
談 

富
山
に
来
る
前
、
お
寺
で
子
供

た
ち
を
集
め
日
曜
学
校
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
仕
事
の
関
係
で
日
曜

に
参
加
で
き
な
く
な
り
、
日
曜
学

校
は
自
然
消
滅
。
せ
っ
か
く
来
て

く
れ
て
い
た
子
供
た
ち
に
申
し
訳

な
く
、
今
で
も
心
残
り
で
す
。 

        仏 教 語 ア ラ カ ル ト   教願寺 前住職 岡西法英 

 

そ
の
② 

 
 

 

御
坊
と
お
寺
と
お
坊
さ
ん 

  



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笹
川    

広
済
寺 

六
月
四
日  

朝 

九
時
三
十
分 

六
月
五
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

法
話 

 

南
砺
市
城
端 

 
 

 
 

 

杉
谷 

淳
志 

師 

 

内
島 

 
 

教
願
寺 

 
六
月
十
日  

昼 

二
時 

六
月
十
一
日 

昼 

二
時 

法
話 

 
富
山
市
水
橋 

 
 

 
 

石
川 

了
英 

師 

  

四
日
市 

 

浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

三
月
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

三
月
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分  

 

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 
 

 
 

山
名 

一
徳 

師
他 

に
高
岡
の

新
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き

点
に
位
置
し
て
い
ま
す
（笑
）。 

広
済
寺
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
。 

一
四
五
二
年
に
こ
の
笹
川
の
地
を
開

墾
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
五

八
二
年
に
火
災
に
て
本
堂
焼
失
。
現

在
の
本
堂
は
一
五
九
二
年
に
再
建
さ

れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
修
復
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
間
も
な
く
迎
え
る
夏
休
み
に

は
、
地
元
笹
川
の
小
学
生
た
ち
が
朝

早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
に
お
寺

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
光
景
は
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
朝
六
時

前
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
本
堂
に
や
っ

て
き
て
宿
題
な
ど
の
お
勉
強
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
皆

で
仏
さ
ま
に
朝
の
お
勤
め
。
そ
の
後
さ

ら
に
本
堂
の
お
掃
除
。 

 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

本
保    

本
正
寺 

五
月
二
十
三
日  

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 
 

 
 

 

秋
知 

仁
史 

師 
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平
等
講 

 

一
座 

十
四
時
～ 

 

初
御
講 

一
月
二
十
五
日 
中
止 

報
恩
講 

三
月
二
十
五
日 

中
止 

本
山
講 

五
月
二
十
五
日 

教
願
寺 

降
誕
会 

六
月
二
十
一
日 

永
念
寺 

本
山
講 

八
月
二
十
五
日 

本
正
寺 

助
成
会
・追
悼
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月
二
十
五
日 

西
福
寺 

 

二
十
五
日
講 

 

一
座 

 

初
御
講 

三
月
二
十
五
日 

性
宗
寺 

降
誕
会 

四
月
二
十
五
日 

永
賢
寺 

助
成
会 

六
月
二
十
五
日 

光
源
寺 

報
恩
講 

十
月
二
十
五
日 

珉
照
寺 

 
 

両
講
合
同
夏
期
講
座 

 

七
月
三
十
日 

 

午
後
一
時
三
十
分 

場
所 
 

 

珉
照
寺 

懇
親
会 

 

な
し 

講
師 

 
 

未
定 

主
催 

 
 

平
等
講
・二
十
五
日
講 

 

お
講
の
年
間
日
程 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。  ※日程は変更になる場合があります。 

 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
十
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
市
脇 

 
 

 
 

 
 

寺
西 

良
夫 

師 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
一
日 

朝 
九
時
三
十
分 

六
月
十
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
布
施 

 
 

 
 

 
 

圓
山 

望 

師 

赤
丸    

性
宗
寺 

七
月
四
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

 
 

新
原 

忠
男 

師 

 

辻 
 

 
 

 

西
福
寺 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

例
年
の
永
代
経
法
要
は
、 

未
定 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

立
野 

 
 

永
念
寺 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

例
年
の
永
代
経
法
要
は
、 

未
定 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

詳
細
は
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
六
日 

朝 

九
時
三
十
分 
昼 
一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭  
師 
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黎 明 講 座 ご 案 内   

  

 

 

 

       

 

 
 

   
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

  

 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 
 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

  

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

    
  

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

今
年
の
花
見
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
人
と
の
接
触
を

避
け
車
窓
か
ら
の
花
見
で
し

た
。
最
近
で
は
変
異
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
の
増
加
傾
向
が

毎
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
状
況
に
お
い
て
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
が
感
染
対
策
を
十
分
に

行
い
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
聞
き
、
感
動
を
覚

え
る
一
方
、
不
安
も
残
る
複

雑
な
心
境
が
あ
り
ま
す
。 

お
寺
の
行
事
も
縮
小
や
中

止
の
状
況
で
お
参
り
の
機
会

が
減
っ
て
い
ま
す
。 

早
く
心
の
拠
り
所
に
し
て

い
る
阿
弥
陀
様
に
、
お
参
り

が
で
き
る
こ
と
を
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

合
掌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蓮
門
会 

 
 

テ
ー
マ 

「
蓮
如
上
人
の
こ
と
ば
」 

講
師 

 

岡
西 

法
英 

師 

 

研
修
会
日
程
（
曜
日
）
・
時
間
・
場
所 

 
 

 四
月
六
日 

（
日
） 

十
六
時 

西
光
寺 

五
月
二
日 

（
日
） 

十
六
時 

浄
明
寺 

六
月
六
日 

（
日
） 

十
六
時 

性
宗
寺 

七
月
四
日 

（
日
） 

十
七
時 

教
願
寺 

十
月
三
日 

（
日
） 

十
六
時 

廣
済
寺 

二
〇
二
二
年 

（
令
和
三
年
） 

二
月
八
日 
（
日
） 

十
五
時 

教
願
寺 

 

 

※
一
回
あ
た
り
千
円
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
。 
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み
子
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も
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コ
ロ
ナ
ウ
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ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

中
止 

と
致
し
ま
す
。 

変
更
が
あ
る
場
合
は
、 

改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

編 

集 

後 

記 
 

三
日
市 

 

光
源
寺  

中
止
し
ま
す
。 

 
 

  

 
 

 
 

笹
川 

 
 

広
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 
 

 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時 
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立野

赤丸

山川

佐加野

辻

本保

上向田

三日市

山岸

舞谷

四日市

笹川

中保

内島

石堤
麻生谷

⑯

⑩
⑪

⑫

⑬
⑨

⑦

⑧

⑭

⑰

⑮

⑥

⑤
③

④

②

①

～川東
かわひがし

～ ※小矢部川右岸（東側） 

① 廣済寺 福田 史朗 ℡31-0096 

② 本正寺 福保 秀涯 ℡31-2525 

③ 西福寺 豊原 正靖 ℡31-0744 

④ 善敎寺 藤田 大了 ℡31-1453 

⑤ 永念寺 福澤 庸二 ℡31-1083 

⑥ 教願寺 岡西 好持 ℡31-0961 
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２ 
間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

五位組寺院マップ 
「五位組第二十一回 夏休み子ども大会」    中保  善敎寺  藤田宝祐 

 
 

 

～川西
かわにし

～ ※小矢部川左岸（西側） 

⑦ 光明寺 磯原 正浩 ℡23-8682 

⑧ 浄明寺 鷺渓 映子 ℡31-1230 

⑨ 西光寺 養藤 直哉 ℡31-2186 

⑩ 長光寺 織田 隆夫 ℡31-1128 

⑪ 法善寺 武部 淳示 ℡31-1290 

⑫ 性宗寺 中山 法遂 ℡31-1191 

⑬ 永賢寺 麻生 達乗 ℡31-2129 

⑭ 永善寺 中山 法遂 ℡31-1191 

⑮ 光源寺 江畠 哲英 ℡64-2721 

⑯ 珉照寺 山岸 智史 ℡64-2738 

⑰ 浄永寺 齋藤 芳摂 ℡64-2670 
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